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研究成果の概要（和文）：岐阜大学教育学部植物標本庫および岐阜県博物館には、2019に刊行された『岐阜県植
物誌』の証拠標本約20万点が蓄積されている。
本研究では、地域の自然史資料として重要な植物標本の情報データベース整備を推進した。また、学校教育の場
で実物を使う体験的な授業や実習の教材を開発するとともに、博物館での展示会や学習会などの教育活動の資料
として植物標本を活用することで、人々の自然への興味関心を高め、次世代のナチュラリストや研究者を育むこ
とに貢献した。

研究成果の概要（英文）：  The Department of Science Education (Biology) at Faculty of Education, 
Gifu University and Gifu Prefectural Museum holds approximately 200,000 voucher specimens for “
Flora of Gifu, Japan” published in 2019, which is the result of regional collaborative research.
  We promoted the development of an information database of plant specimens, which are important 
materials for the natural history of the region. We also developed teaching materials for 
experiential lessons and practical training using actual materials in school education settings and 
used the plant specimens as materials for museum exhibitions and learning events.
T  his study might increase the public interest in nature and contributed to nurturing the next 
generation of naturalists and researchers.

研究分野： 植物自然史、理科教育、博物館
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
理科の学習では自然に直接関わることが重要である。本研究は、地域の自然の「実物による情報豊富なデータベ
ース」である生物標本を、学校教員と協働して優れた学習教材へ活用した点において学術的意義が高い。また、
生物標本を中心とした展示会や学習プログラムを実施することにより、持続可能社会を形成するために必須であ
る人々の自然への興味関心を高め、次世代のナチュラリストや研究者の育成に大きく貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

文部科学省の定める学習指導要領では、理科教育においては体験的な学習活動をよりいっそ

う充実することにより、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うことが大きな目標

として掲げられている。 

 理科の学習では、自然に直接関わることが重要である。こうした直接体験を充実する方法とし

て、それぞれの地域で自然の事物を教材化して積極的な活用を図ることが求められている。中で

も、生物の学習においては、学習対象とする教材に地域差があることを考慮し、適切な教材を使

った指導の工夫が重要である。ここで、各地域の大学および博物館に収蔵されている植物標本は、

地域の自然の「実物による情報豊富なデータベース」であり、各地の実情を如実に反映する優れ

た教材となりうるものであると考える。 

 岐阜県では、市民・大学・博物館が協働して、県に見られる全植物の戸籍とも言うべき「植物

誌」を編纂するための調査研究活動が 2002 年から行われ、2019 年にはその成果として『岐阜県

植物誌』が刊行された。長年かけて多大な労力の元に集まった質の高い植物標本を、学術的資料

としての利用のみならず、次世代を担う児童、生徒、学生にとってより有益に活用していく方法

を研究開発することは、植物調査にたずさわったメンバーの願いであり、今後も標本を維持管理

していく機関の責務であると考える。 

 持続可能社会を形成するためには「ヒトと自然の調和」が必須であり、自然環境保全事業の基

盤である環境教育は、重要な社会的課題である。岐阜県は、日本列島の東西南北の中央に位置し、

多様な自然環境を有することから、分布の境界域に位置する種、地域固有・準固有種(東海丘陵

要素植物)などの、日本の生物地理学上重要な植物が多数見られる一方で、自然に恵まれた地域

であるが故に、地域の人々の「地元の自然の貴重性」への意識はあまり高くはないのが現状であ

る。人々に自分の暮らす地域の自然への理解を深めてもらうためにも、「この地域では普通に見

られるものが、実は世界的に希少な植物」といった話題と実物資料を豊富に提供できること等が、

地域標本庫ならではの強みである。 

 

２．研究の目的 

(1) 植物標本データベースの整備を推進する 

 県全域から集められた「岐阜県植物誌」の証拠標本約 20 万点の情報は、現在、簡易な標本リ

ストになっている。しかし、長年の調査研究活動のなかで再同定された結果を反映できていない

データや、採集情報の再検証が必要であるものが少なからず存在している。このため、教材開発

等に先立ち、これら標本の二次情報の精査を行うことで、当地域における標本データベースの情

報をより正確なものとする。また、作成したデータベースは、2007 年より文部科学省ナショナ

ルバイオリソースプロジェクトにおける「情報センター整備プログラム」の一課題として構築運

用が行われている JGBIF（Japan Node of Global Biodiversity Information Facility＝地球規

模生物多様性情報機構日本ノード）への情報提供を行う。これは、資料情報の手薄な東海地域か

らの初めて大規模情報提供であって、日本国内の生物多様性に関するデータ蓄積へ貢献すると

ともに、全世界への情報発信となる。 

(2) 植物標本とその情報を活用した教育普及活動を行う 

 精査された「岐阜県植物誌」標本データベースを元にして、岐阜を中心とした東海地方の植物

について学ぶことのできる教材を開発する。また、大学が主催となって行う各種教育普及イベン



ト、地域の博物館などと連携した企画展示や学習会などの企画実施を行う。これらは、標本その

ものを使用するのに加えて、植物の分布とその変遷、地域ごとの特徴など二次情報も効果的に活

用するものである。これにより、人々の自然への興味関心を高めると共に理解を深め、さらに次

世代の自然愛好家や研究者を育むことを狙う。 

 

３．研究の方法 

(1) 植物標本データベースの整備 

本研究の対象である、「岐阜県植物誌」証拠標本約 20 万点は、現在、２つのセットに分けられ

て岐阜県博物館と岐阜大学に収蔵されている。標本の二次的資料情報は、ラベルとして個々の標

本に直接添付された状態で管理されている。 

 本研究では、以下の手順で証拠標本のデータベース精査と活用を行う： 

①既存の植物標本の簡易データ一覧と、大学・博物館に収蔵されている証拠標本を照合してデ

ータの確認作業を行う 

②疑問のあるデータについては、個々に研究会員への聞き取り確認や、必要があれば現地での

再調査等を行う 

③博物館・植物研究会と標本情報の確認・交換を行う。各市町村の自然環境保護関連部署等か

らの要望があれば標本情報データベースの提供を検討する 

 

(2) 植物標本とその情報を活用した教材および体験的学習法の開発と教育普及活動の実施 

 教育学部として地域の小・中学校および高等学校との連携を通じて、植物標本とその情報を

活用した教育プログラムの開発を、以下のように行う： 

①これまで教員へ実施したアンケートの結果、「授業に利用できる植物標本セットを作成して、

教材として貸し出して欲しい」との多くの要望をうけて、現場の教員がすぐに使うことので

きる「授業指導解説書付 岐阜を学ぶ植物標本セット」を核とした、各学年の単元別モデル

授業を開発する 

②附属学校および県内各地の研究協力校でモデル授業を実施し、以下の事項について従来の

授業との比較を行う：児童・生徒における学習事項の定着度、自発的で深い学びとなってい

るか。アンケート調査及び自由記述等のデータマイニング法を用いて問題点・改善点を明確

にし、より効果の高い教育プログラムを開発する 

 

③学校現場でのＩＣＴ機器利用促進に対応し、より手軽に植物標本のデータを活用できるよ

うにするために、標本の画像データによるデジタルアーカイブを運用する 

④一般に向けて、大学で企画するシンポジウム、企画展示会、各種講義・講演会などを実施す

ると共に、普及教育的な情報提供ホームページサイトを開設する。 

 

４．研究成果 

本研究期間中の大半は、感染症防止のために大学構内への外部者の立入禁止、標本庫等の閉鎖

空間での活動の制約、学校教育機関への立ち入り制限、地域研究会活動の完全休止など、想定外

の社会状況であったため、当初の研究目標へ完全に達することが叶わなかった。しかし、標本デ

ータベース整備の基盤が確立されたことにより、今後も継続して研究を進めていく事が可能と

なった。また、活動制約のある中でも最大限に授業研究および教育普及活動を行った。 

(1) 植物標本データベースの整備 



外部の専門的な協力を得たことで、岐阜大学教育学部附属郷土博物館植物標本庫(GIFU)の標

本データの整備が大きく進み、期間を通して約 2,800 点の登録を行うことができた。現在も植物

標本のデータの再検討を継続している。また、本標本庫を植物標本庫の世界的データベースであ

る Index Herbariorum へ正規に登録した。また、2023 年度より開始した東海大学機構デジタル・

ユニバーシティ構想における研究資料デジタルアーカイブプロジェクトへ植物標本の画像デー

タおよびメタデータを提供し、2024 年 6 月から一般公開される予定である。 

(2) 植物標本とその情報を活用した教材および体験的学習法の開発と教育普及活動の実施 

①実物を使用した体験的な授業や実習での教材開発 

岐阜市及び県内各所の学校校庭で行った植物調査の報告、ならびに現場の教員がすぐに使う

ことのできる「授業指導案および解説書付 岐阜を学ぶ植物標本セット」、「学校の校庭の草花を

調べる植物標本セット」の実践授業についての報告を準備している。また、子供が自分で種類を

調べることのできる「校庭植物図鑑」を作成し、全県小中学校への紹介と希望校への配布を行っ

た。 

②展示会や学習会等への植物標本の活用 

2023 年度に開催した岐阜県博物館協会との連携事業展示「植物学の礎」では、のべ 7,805 人

の観覧があった。また、学生自主企画のキャンパス自然観察会では、協働した標本庫の見学会を

行っている。本研究期間を通して、地域の植物相とその研究成果である植物標本・標本庫に関す

る 4 件の展示会（岐阜大学・美濃加茂市民ミュージアム連携企画展「岐阜大学コレクション－

「岐阜県」を知るために－展」、岐阜県博物館・岐阜大学連携企画 令和 2 年度岐阜県博物館移

動展「岐阜大学と岐阜県植物誌」、東海国立大学機構連携企画 名古屋大学博物館第 29 回特別展

「岐阜大・名古屋大 博物館コラボ展」）を主催または共催し、「小学校 2 年生生活科：生き物を

探そう」、「小学 3 年生理科：校庭植物の観察」、「本格的でわかりやすい植物観察から標本づくり

まで」等、29 件の出張授業・学習会を開催し、教育普及に努めた。 

③研究成果の社会還元 

本植物標本庫は、岐阜県レッドリスト改定に必須である希少種の証拠標本の維持管理を担っ

ている。また、大学の講座 HP に新たなサイトを開設し、貸出標本セット及び授業指導案・解説

書の普及を計る。2024 年 12 月には、岐阜県の希少植物に関する大学シンポジウムを企画してお

り、地域における植物標本庫の意義と役割について広く情報発信する予定である。 
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